
低地の湿った砂地や砂泥地に生育する一年草で、ため池の減水裸地によくみられる。ヒメアオガヤツリや
シロガヤツリによく似ており、判別が難しい。

2016年に新種として記載されたが、実態が詳しくわ

かっていない。2020年版での新規掲載種。

生育地の維持のためにはため池の水位変動が必要で
あるため、ため池の保全および利用が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、加西市

■ 国内分布

本州、四国

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

カヤツリグサ科

兵庫県ランク…ウキミガヤツリ
環境省ランク… －Cyperus  pacificus  Ohwi var. margoinflatus  S.Fujii


